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*ジュリエットシアトル Giuliet Seattle（14 Seattle Fitz）亜国産，亜
３勝，亜1000ギニー大賞典-G1（芝1600ｍ），ホルヘ アチュチャ大賞典
-G1（Ｄ1500ｍ），エストレラス ジュヴェナイル フィリーズ大賞典-G1２
着。産駒
ドライゼ（19 牝 栗 Gun Runner）３勝，南関東○交入着，関東オークス

-JPN2５着，○現
ロンギングタイム（20 牡 黒鹿 ハーツクライ）入着，○現
レイククレセント（21 牝 鹿 ハーツクライ）未出走

ヒウリエ ヘイロー Giulie-Halo（93 *サザンヘイロー）亜３勝，フィル
ベルト レレナ大賞典-G1，カレラ デ ラス エストレラ ポトランカス-G1
２着，亜1000ギニー -G1２着，イネス ビクトリカ ロカ賞-G3２着，ミゲ
ル アンヘル＆トーマスＪ.セルマン賞-G2３着，オメガ賞-G3３着，サラ
ブレッド所有者協会賞-G3３着，競走馬所有者協会賞-G3４着。産駒
トップ ジュリエット Top Juliette（牝 Giant's Causeway）亜４勝，アペル

トゥラ賞-G3，フィルベルト レレナ大賞典-G1２着，ロス アラス賞
-G2２着，ファン ショー賞-G2４着。産駒
ボム ジュリエット Bomb Juliette（牝 Hit It a Bomb）亜２勝，ラバ

レ将軍賞-G3２着，Premio Propietarios-L３着
ローマン ユリウス Roman Julius（牡 Roman Ruler）亜４勝，Pre-

mio Oswaldo Aranha-L３着
ルイシナ ヘイロー Luisina Halo（牝 Louis Quatorze）亜８勝，アレナ

レス将軍賞-G3，Premio General Francisco B. Bosch-L（２回），ベ
ネズエラ賞-G2４着，ロテリア ナシオナル賞-G3４着

ユリウス ヘン Julius Henn（牡 *ヘネシー）亜７勝，Premio Rio de La Pl-
ata H-L，Premio Asociacion Argentina de Fomento Equino-L２着

ユリウス トップ Julius Top（牡 Giant's Causeway）亜２勝，オノール大
賞典-G1２着，オトーニョ賞-G2２着。種牡馬

シアトル フィッツ Seattle Fitz は亜国産，UAE・北米６勝，ブルック
リンＨ-G2。主な産駒：*ジュリエットシアトル（亜1000ギニー大賞典-G1，ホ
ルヘ アチュチャ大賞典-G1），シアトル マット（亜グラン クリテリウム -G1），
グローリー シアトル（ブエノス アイレス市大賞典-G1）。【ＢＭＳ：主な産駒】
アミギト ルナティコ（インバソール賞-G3２着）
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ジュリエットシアトルの22
1口200万円  （総額8,000万円）

肩を大きく動かす前肢の振りと、適度な硬さのある繋のクッション
が闊歩する音の響きを増幅させます。後躯の造りは、力がスムーズ
に伝わりスピードの乗りがいいとされるほどよい直飛節で、推進力
と瞬発力を併せ持った理想形です。ゆったりとして伸びやかな胴部
だけでなく、穏やかな性格ながらスイッチの入った瞬間の圧倒的な
勇ましさにも父の特徴が色濃く表れています。初年度からクラシック
を席巻する一方、ダート界に新たな風を吹かせようとする父の血の
力は計り知れず、亜国の芝・ダート両Ｇ１を制した名牝との配合
の着地点は、我々の想像をはるかに超えたところにあるでしょう。


